
主催：北海道大学　　共催：Piece Future Pte. Ltd.　　協力：北海道経済産業局、パナソニックホールディングス（株）、STARTUP HOKKAIDO

5.12 13:00月2025. 12：30 開場

お申し込みはこちらから!オンラインで参加される方には5/8（木）までに視聴用URLなどをお申し込み時に入力されたE
メールアドレス宛に送付いたします。
5/8（木）を過ぎてもURLが届かない場合は事務局までお問い合わせください。

ご参加には事前のお申し込みが必要です。

参加申込フォームから事前にご登録をお願いします。 

5.2締切 金

https://forms.gle/jjGCRKRArFT4NLzh7

スタートアップ等の企業での知財強化を目指している方、他社への開放特許をお持ちの方、新たな知財戦略を模索されて
いる方など、分野・職域を問わずにご参加可能です。皆さまのご参加をお待ちしております。

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
や

新
事
業
を
探
す

企
業
必
見
。

未活用特許で事業創造
～その実践と新たな仕組み～
北海道大学 知的財産活用セミナー

北海道大学フード＆メディカルイノベーション（FMI）国際拠点多目的ホール（北海道大学北キャンパス内）
北海道札幌市北区北21条西11丁目 https://www.fmi.hokudai.ac.jp/access/

会 場

会場参加またはオンライン
参加方法

オンライン
参加も
募集中!

・眠る未活用特許。その可能性の考察
・事業化成功例の紹介

第1部／セミナー 13:00~14:45

【有望な未活用特許をどう選び、どう使うのか？】
北海道大学×パナソニック×IPHatch®Japan
北海道大学の取り組みと未活用特許によるイノベーション創造の
プラットフォーム「IPHatch®」を紹介。実際に「IPHatch®」で選ばれた
北海道大学及びパナソニックの未活用特許群5件の説明も。

第2部／ケース紹介 15:00~16:30

［講演］

未活用特許による効果的な事業価値の
高め方について理解を深めます。

［パネルディスカッション］

※これらの特許の事業化を検討するスタートアップ企業等を公募する新プログラムもご案内します。

こんな方法があったのか?!



global-info@mcip.hokudai.ac.jp
国立大学法人北海道大学 産学・地域協働推進機構お申し込み時にご入力いただいた個人情報は視聴用URLの発送などの本件に関する諸連絡に利用するほか､今後、国立大学法人

北海道大学 産学・地域協働推進機構が開催するイベントのご案内などに利用させていただく場合があります。参加者の同意なし
に個人情報を第三者に開示･提供することはありません（法令等により開示を求められた場合を除く）。

［個人情報の取り扱いについて］ ［お問い合わせ］

開催プログラム ※プログラムは変更になる場合があります。
●携帯電話はマナーモードに設定してください。　●発表の撮影･録音はご遠慮ください。PROGRAM

開会挨拶 北海道大学理事・副学長 瀬戸口  剛  

13:05~ スタートアップの成長を
加速させるための戦略的な知財活用

One ip弁理士法人代表弁理士

中畑  稔氏
横浜市立大学院修了、弁理士。コロプラ社をはじめ複
数企業の知財部の立ち上げやスタートアップ企業の
取締役を歴任。産業構造審議会特許制度小委委員。
600社超のスタートアップ支援実績。

講  演

講  演

15:40~
Piece Future Pte. Ltd.  CEO & Founder （日英通訳あり）Jason Loh氏
IPHatch®紹介／特許ポートフォリオ紹介  

15:20~
パナソニックホールディングス（株） 知的財産本部 関  章氏

IPHatch®におけるこれまでの活動と今後の期待

15:00~
北海道大学副理事／産学連携推進本部長 寺内  伊久郎
北海道大学のグローバル知財戦略

13:45~

【第1部】 セミナー ［講演・パネルディスカッション］

【第2部】  IPHatch® Japan キックオフ
休憩 

13:00~

閉会挨拶 北海道大学副理事／産学連携推進本部長 寺内  伊久郎16:30~

パネリスト：One ip弁理士法人代表弁理士 中畑 稔氏／広葉樹合板株式会社 代表取締役 山口 裕也氏／経済産業省担当官（予定）
モデレータ：北海道大学 産学・地域協働推進機構 産学協働 サテライト室長・特任教授　天野 斉 

オープンイノベーション環境での
未活用特許を用いた企業成長について

パネル
ディスカッション 

14:45~

終 了17:30ネットワーキングセミナー終了後

13:25~ 立ったまま最高の休息を
開放特許とのご縁

広葉樹合板株式会社 代表取締役

山口  裕也氏
1968年、北海道旭川市に生まれる。大学卒業後、総合商
社に勤めたのち広葉樹合板株式会社に入社し、代表取
締役に就任。2011年に開設した関東工場で仮眠ボック
スを商品化。今年開催の大阪・関西万博に出展予定。

「立ったまま寝る」という大企業の開放特許にユニークさを感じて自社導
入し、国内外で大反響を呼んだ「giraffenap®」を製品化するまでのストー
リーを紹介する。

スタートアップにとって重要な経営資源である知的財産の強化につい
て、豊富なスタートアップ支援経験から得た実践的・現場的な知見を基
に、現場で即活用できる具体的手法をケーススタディを交えて紹介する。


